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閏■13 公道における給水装置工事の現場管理などに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、 適当なも

のはどれか。

ア ガス管、 下水道管等の埋設物に近接して掘削する場合は、 道路管理者と協議のうえ、 損傷を与えな

いよう防護措置などを講じる。

イ 掘削に当たっては、 工事場所の交通安全などを確保するため保安設備を設置し、 必要に応じて保安

要員（交通整理員など）を配置する。

ウ 工事施行者は、 仮復旧を入念に行えば、 本復旧工事施行までの間は、 道路管理者の指示を受けた場

合に限り巡回点検をすればよい。
工 工事の施行によって生じた建設発生土や建設廃棄物は、 法令やその他の規定に基づき、

が適正かつすみやかに処理する。
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■ 間●14 給水管の接合に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、 適当なものはどれか。
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ポリエチレンニ層管（ポリエチレン管）の接合は、 金属継手を使用する。

耐衝撃性硬質塩化ビニル管の接合は、 熱融着式継手を使用するのが一般的である。
ステンレス鋼管の接合には、 伸縮可とう式継手による方法がある。

銅管の接合には、 メカニカル接合及びフランジ接合がある。
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■ 闊●15 給水装置の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

(1)敷地内における給水管の配管は、 将来の取り替え、 漏水修理等を考慮し、 できるだけ直線配管とす

る必要がある。

(2)建物の地階や2階以上に配管する場合は、 各階ごとに止水栓を取り付けることが望ましい。
(3)給水管は、 事故の未然防止及び取替・修理作業を考慮し、 他の埋設物から30cm以上の間隔を確保し

配管することが望ましい。

(4)高水圧が生じるおそれのある場所の配管においては、 逆止弁を設置する必要がある。

． 間●16 水撃作用に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、 適当なものはどれか。

ア 水撃作用の発生は、 配管に振動や異常音を生じ、 頻繁に発生すると菅の破損や継手のゆるみを生じ、

漏水の原因ともなる。
イ 水撃圧は、 給水栓などの開閉時間や流速に比例するので、 使用水量に対する給水管口径、 水圧、 設

置する給水用具等に注意しなければならない。
ウ 水撃作用の発生のおそれのある給水用具には、 その下流側に近接して水撃防止器具を設置する必要

がある。
工 水幣作用の増幅を防ぐため、 空気の停滞が生じるおそれのある鳥居配管は避けることが望ましい。
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● 闊●17 侵食及びその防止に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

(1)漏えい電流に侵食されるおそれのある場所では、 非金属性の材質の給水装置を設置する。
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